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１． 事業者名及び代表者名

二葉建設株式会社

代表取締役　勝間田　慶喜

２． 所在地

３． 事業規模

設立　昭和18年7月28日

資本金　4,800万円

年商　25億5,850万円（R5/6期）

社員数　84名

事業年度　当年7月～翌年6月

４． 環境管理の責任者及び担当者氏名、連絡先

環境管理責任者：　代表取締役　勝間田　慶喜

担当者　　　　　　：　総務部　係長　服部　敏明　

連絡先　TEL 0550-82-2088

５． 事業の概要

・砕石の採取、生産、販売

・生コンクリートの製造、販売

・産業廃棄物収集運搬、受入、処分

・産業廃棄物RC骨材の生産、販売

・建設発生土受入、処分

６． 組織図

７． 対象範囲（認証・登録範囲）
事業活動　　　　生コンクリート・砕石・砂利・再生砕石の製造販売、

　　　　　　　　　　産業廃棄物中間処理業

対象事業所　　 本社、足高工場、東山工場、大仁工場、船原工場

　　　　　　　　　　山北事業所骨材工場・山北生コンクリート工場

本社

足高工場

東山工場

大仁工場

船原工場

山北工場

静岡県御殿場市新橋1826-3

静岡県沼津市足高尾上441-200

静岡県御殿場市深沢丸嶽1854

静岡県伊豆の国市神島1850-1

静岡県伊豆市上船原1260-1

神奈川県足柄上郡山北町山北3090-4

Ⅰ　組織の概要

神奈川県足柄上郡山北町山北3090-4山北生コンクリート工場

代表取締役　社長
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足高工場 東山工場 大仁工場 船原工場 山北工場 生コン工場
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業
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製
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活動規模 単位 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

売上高 百万円 3,743 3,329 2,842 2,558

従業員 人 90 88 89 84

床面積 ｍ2 2,270 2,270 2,270 2,270

砕石出荷数量 t 850,324 625,523 397,492 442,293

生コン出荷量 ㎥ 132,250 125,013 74,872 80,547
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８． 産業廃棄物の種類

<許可品目の総括表>

第2201035988号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第2221035988号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９． 事業計画の概要と事業の範囲

■事業の全体計画

　建設会社等排出事業者から搬入された再生利用可能ながれき類、ガラスくず・コンク

　リートくず及び陶磁器くずを破砕することにより再生クラッシャーラン（RC-40）等として

　製造販売する。

　鉄筋コンクリートの破砕に伴って発生する金属片は、金属業者に販売する。
■予定排出事業者

　建設会社、解体業者等約600社
■予定排出事業者所在

　静岡県、山梨県、神奈川県、東京都
■破砕処理工場・所在地及び計画処理量（ｔ/年）

　①足高工場　沼津市足高尾上441-200　100,000ｔ/年

　②東山工場　御殿場市深沢丸嶽1854　　100,000ｔ/年

　③大仁工場　伊豆の国市神島字餅ケ洞1850-1　30,000ｔ/年

　④船原工場　伊豆市上船原1260-1　　　　20,000ｔ/年
■環境保全措置

　①中間処理施設において講ずる措置

　　始業前点検を実施し、騒音、振動、粉塵の発生防止に努める。

　　粉塵の飛散防止のため、適宜散水を行う。

　②保管施設において講ずる措置

　　廃棄物の保管容量、積み上げ上限高さを超えないよう管理する。

　　騒音、振動、粉塵の発生防止及び廃棄物の流出防止に努める。

１０．施設等の状況

【収集運搬業者】

　運搬車両の形式と保有台数　　最大積載量　　長さ・幅・高さ

　　　　4ｔダンプ　1台　　　　　　　　　3,750㎏　　　578・220・240　　　　　

　※平成4年9月登録車輌（排ガス規制、低燃費規制以前に登録された車輌）

　〈低燃費車〉保有していません（全体の0％）

　〈低排出ガス車〉保有していません（全体の0％）

　積替保管施設はありません
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都道府県 許可ＮＯ
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【処分業者】

　■処理施設の種類、処理する産業廃棄物の種類、処理能力（規模）、処理方式

　■産業廃棄物の最終処分までの一連の処理の行程

名称 種類 産業廃棄物の種類 処理能力 処理方式

がれき類 1,200ｔ/日（8時間）

ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず 1,200ｔ/日（8時間）

金属くず 　　56ｔ/日（8時間）

がれき類 1,200ｔ/日（8時間）

ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず 1,200ｔ/日（8時間）

金属くず 　　56ｔ/日（8時間）

がれき類 1,120ｔ/日（8時間）

ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず 1,120ｔ/日（8時間）

金属くず 　　56ｔ/日（8時間）

がれき類 1,200ｔ/日（8時間）

ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず 1,200ｔ/日（8時間）

金属くず 　　56ｔ/日（8時間）

大仁工場 破砕施設 破砕

船原工場 破砕施設 破砕

足高工場 破砕施設 破砕

東山工場 破砕施設 破砕

産業廃棄物処理フロー図　　(令和4年7月1日　～　令和5年6月30日)

※「金属くず」は、単体で受入れることはない。

　（有筋コンクリートガラとして受入れたものが、選別・破砕処理される）

※処理後の持出量は、バージン材も混合して製品化されるため受入量よりも多い。

1,600t 214,854t

年度

R4 115,485t 500t115,485t

受
入

ガラスくず
コンクリートく

ず
陶磁器くず

大小
選別 破砕
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い（再生砕
石製品化）

103,030t  89.2%

金属くず 小割・選別

土
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建
築
業
者

12,455t  10.8%

がれき類 選別 破砕
混合・振るい
（再生砕石製

品化）

鉄屑業者へ
売却

（製鋼原料）
製鉄会社等

受入量 処理前保管量 処理後保管量 排出量

425ｔ

中間処理量

大

小

バージン

売却

売却

売却

バージン

ガラ

鉄くず

鉄付着ガ

再度破砕へ

ガラ

214,854t
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＜環境管理組織における機能＞
経営責任者

① 環境経営全般に対しての責任と権限
② 環境方針の作成と社員への周知
③ 全体の評価と見直し
④ 実施体制の構築
⑤ 経営における課題とチャンスの明確化

環境管理責任者
① 環境経営活動の推進
② 環境目標及び環境計画の作成
③ 環境経営推進会議の実施
④ 経営者への進捗報告

EA-21活動事務局
① 各部門のデータのまとめ
② 活動計画の予実績管理
③ 環境負荷・環境への取組みの自己チェックの実施
④ 環境管理責任者補佐
⑤ 法規制最新版管理
⑥ 文書・記録の管理

各部門
① 環境計画の実施
② 月別部門データの集計
③ 問題点の把握と是正の実施
④ 推進会議の出席
⑤ 従業員教育

（代表取締役社長）

大仁工場　　船原工場

（エコリーダー）（エコリーダー）

Ⅱ　実施体制

環境管理責任者
経営責任者

渡邉　哲也
服部敏明
森さおり

（エコリーダー）
生コン 本社

足高工場　　東山工場

EA-21活動事務局

工場部門

山北工場

勝間田　慶喜

各　工場長

総務部長工場長
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1． 事業活動が環境に与える影響を把握し、環境保全に視点を置いた活動を推進します。

１）

２） 自社が排出する廃棄物の削減に努めます。
３） 水資源を大切にし、節水活動に努めます。
４） 受託した産業廃棄物の再資源化に取り組み、循環型社会の形成に貢献します。
５） 事務用品等のグリーン購入を推進します。

2．

3． 環境に関する法規制および協定を順守します。

4．

5．

制定日
二葉建設株式会社
代表取締役社長　勝間田　慶喜

地球温暖化防止のため、電気および燃料を節約し、二酸化炭素（CO2）排出量
の削減に努めます。

環境に配慮した活動の目標を設定し、環境目標の達成状況および活動計画の実
施状況を定期的に確認・評価し、環境経営のシステムを継続的に改善します。

環境方針を全従業員に周知徹底するとともに、社員教育を計画的に実施し、環境
問題への意識向上を図ります。

社外に環境活動レポートを公開し、利害関係者のみならず社会とのより良いコミュ
ニケーションを図っていきます。

平成29年 8月 1日

Ⅲ　　環境方針

当社は、良質な製品を安定供給し、社会に共感を得る企業を目指します。そのために、
「規律ある資源産業の展開と夢多き未来の環境創造」を社是として、リサイクル材の利
用促進や技術開発を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に積極
的に取り組みます。

[基本理念]

[行動指針]
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運用期間（令和4年度：令和4年7月〜5年6月）の実績

令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和5年度

実績値 実績値 実績値 目標値 実績値 評価 目標値

5,801,323
（▲4.3％）

5,044,877
（▲16.8％）

4,643,167
（▲23.4％）

5,821,332
（▲4％）

4,325,983
(▲28.7％）

〇
5,760,693
（▲5％）

購入電力
1,785,085

（▲16.4％）
1,669,606

（▲21.8％）
1,678,052

（▲21.5％）
2,050,875
（▲4％）

1,666,693
（▲22.0％）

〇
2,029,512
（▲5％）

ガソリン
31,319

（▲3.0％）
25,925

（▲19.7％）
24,618

（▲23.8％）
31,009

（▲4％）
24,828

（▲23.1％）
〇

30,686
（▲5％）

軽油
1,734,445
（+0.3％）

1,542,000
（▲10.8％）

1,384,798
（▲19.9％）

1,659,840
（▲4％）

1,308,000
（▲24.3％）

〇
1,642,550
（▲5％）

LPG
113

（+18.9％）
152

（+60.0％）
134

（+40.6％）
実績把握

167
（+75.7％）

〇 実績把握

都市ガス
667

（▲1.3％）
591

（▲12.6％）
600

（▲11.2％）
実績把握

543
（▲19.7％）

〇 実績把握

灯油
1,635

（+220.7％）
484

（▲5.1％）
1,232

（+141.6％）
実績把握

1,518
（+197.6％）

〇 実績把握

6.24
10.4

（+122.2％）
14.56

（+311.1％）
実績把握

10.66
（+127.8％）

〇 実績把握

7.5
（▲1％）

7.4
（▲2％）

7.4
（▲3％）

7.3
（▲4％）

7.3
（▲4％）

〇
7.2

（▲5％）

1,208
（+5.0％）

1,199
（+4.3％）

1,134
（▲1.4）

1,104
（▲4％）

969
（▲15.7）

〇
1,093

（▲5％）

18,991 25,815 27,967 実績把握 7,200 〇 実績把握

12,000
（▲31.6％）

16,500
（▲6.0％）

18,000
（+2.6％）

17,550
（±0％）

4,500
（▲74.4％）

〇
12,000

（▲31.6％）

20％以下 20％以下 20％以下 20％以下 20％以下 〇 20％以下

グリーン購入の推進 108,785 88,602 94,374

〈備考〉　 ※水使用量の目標、実績は計量していない地下水を除いて算出

　　　　　　　　　令和4年度：2021年度の「0.533㎏-CO2/kWh」

【エネルギー効率】単位売上高対比エネルギー使用量

令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和5年度

実績値 実績値 実績値 目標値 実績値 評価 目標値

1.55
（▲10.4％）

1.52
（▲12.3％）

1.63
（▲5.8％）

1.66
（▲4％）

1.74
(+0.6%)

×
1.64

（▲5％）

購入電力
0.48

（▲21.7％）
0.50

（▲17.7％）
0.59

（▲3.2）
0.58

（▲4％）
0.65

(+6.6%)
×

0.58
（▲5％）

ガソリン
8.37

（▲9.2％）
7.79

（▲15.4％）
8.66

（▲6.0％）
8.84

（▲4％）
9.70

(+5.3%)
×

8.75
（▲5％）

軽油
0.46

（▲6.0％）
0.46

（▲6.0％）
0.49

▲（1.0％）
0.47

（▲4％）
0.51

(+4.1%)
×

0.47
（▲5％）

LPG
0.03

（+11.4％）
0.05

（+68.6％）
0.05

（+57.1％）
実績把握

0.07
(+133.3%)

× 実績把握

都市ガス
0.18

（▲7.5％）
0.18

（▲7.9％）
0.21

（+11.1％）
実績把握

0.21
(+10.5%)

× 実績把握

灯油
0.44

（+200.5％）
0.15

（+0.0％）
0.43

（+288.7％）
実績把握

0.45
(+200%)

× 実績把握

【評価】

■二酸化炭素排出量‥電力、軽油、ガソリンの消費が20％前後減少したため目標を大幅に上回る削減実績となった。

　　　　　　　　　　　　　　 単位売上高対比排出量においては0.6%の増加となった。

■軽油‥東山、大仁、山北工場で使用量を削減し目標を大幅超過達成したものの売上高対比では4.1％の増加となり目標値に届かなかった。

■電力‥砕石プラントは昨年に比べ増加傾向。絶対値は目標を上回る減少となった。売上高対比5.3％増加で目標に届かなかった。

■ガソリン‥工場ごとの増減あるものの、全体では昨年度に続き目標を超過達成した。

■LPG、都市ガス‥LPG、都市ガスの合計は減少。

■灯油‥増加した。

■廃棄物排出量‥各工場における活動を徹底して目標達成した。

■水使用量‥重機の稼働が減少傾向であり、それに伴い散水車の散水も減少。粉じん対策のためある程度必要。

■銅スラグ使用量はＮＥＸＣＯの工事進捗に左右される。

6,063,887

項目

0.19

ℓ/百万円

二酸化炭素排出量

kℓ/百万円 0.49

内訳

単位

㎏/百万円

調達時はグリーン購入に配慮する

95

㎥/百万円

基準値

9.21

円 66,099

平成30年度

㎏-CO2 /千円 1.73

0.03

ℓ 1,729,000

ℓ/百万円 0.15

kwｈ/千円 0.61

            ※「購入電力」の二酸化炭素排出係数は北海道電力の調整後排出係数で基準は以下の通り

銅スラグサンド使用量 ｔ 17,550

一般廃棄物排出量 ｔ 7.6

水使用量 ㎥ 1,150

化学物質使用量

676

ℓ 510

産業廃棄物排出量 ｔ 4.68

内訳

Ⅳ　環境経営目標と実績（全社）

銅スラグサンド添加率
（NEXCO向け）

％ 20％以下

項目 単位
平成30年度

基準値

kwｈ 2,136,328

令和4年度

令和4年度

二酸化炭素排出量 ㎏-CO2

㎏

㎥

ℓ 32,301

㎏ 27,596
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【工場別実績】

絶対値 売上比

キロℓ 324 336 3.7% ×

千ｋｗｈ 301 318 5.5% ×

ℓ 4,398 5,028 14.3% ×

㎥、kg 63 64 3.0% ×

ℓ 0 0 - － 2.0% 25.9%

キロℓ 376 368 -2.1% △

千ｋｗｈ 216 205 -5.3% 〇

ℓ 2,645 2,917 10.3% ×

㎥、kg 28 38 33.3% ×

ℓ 0 0 - － -3.7% -1.1%

キロℓ 87 84 -3.4% 〇

千ｋｗｈ 137 138 0.7% △

ℓ 2,260 3,479 54.0% ×

㎥、kg 0 0 - －

ℓ 78 40 -48.7% 〇 -4.4% -5.2%

キロℓ 60 66 10.0% ×

千ｋｗｈ 111 127 14.3% ×

ℓ 1,125 751 -33.2% 〇

㎥、kg 10 18 86.6% ×

ℓ 0 0 - － 6.9% 7.4%

キロℓ 62 48 -22.6% 〇

千ｋｗｈ 557 538 -3.5% 〇

ℓ 707 631 -10.8% 〇

㎥、kg 19 20 4.7% ×

ℓ 0 76 #DIV/0! × -17.0% -15.9%

キロℓ 475 406 -14.7% 〇

千ｋｗｈ 293 279 -4.7% 〇

ℓ 9,012 8,691 -3.6% 〇

㎥、kg 134 149 11.4% ×

ℓ 1,154 1,402 21.5% × -13.1% -5.3%

キロℓ 0 0 - －

千ｋｗｈ 62 62 -0.4% △

ℓ 4,470 3,330 -25.5% 〇

㎥、kg 481 421 -12.4% 〇

ℓ 0 0 - － -14.6%

CO2排出量 kg-CO2 4,643,167 4,325,983 -6.8%

軽油 キロℓ 1,385 1,308 -5.0% ○

電力 千ｋｗｈ 1,678 1,667 -0.7% △

ガソリン ℓ 24,618 24,828 0.9% △

ガス ㎥、kg 734 710 -3.3% 〇

灯油 ℓ 1,232 1,518 23.2% × -6.8% 3.5%

○ ×全
社
合
計

本
社

軽油

○
電力

ガソリン

ガス

灯油

生
コ
ン

軽油

○ 〇
電力

ガソリン

ガス

灯油

山
北
骨
材

軽油

〇 〇
電力

ガソリン

ガス

灯油

船
原

軽油

× ×
電力

ガソリン

ガス

灯油

灯油

大
仁

軽油

〇 〇
電力

ガソリン

ガス

灯油

軽油

〇 △
電力

ガソリン

ガス

軽油

△ ×
電力

ガソリン

ガス

灯油

CO2排出量（kg-CO2)

東
山

Ⅳ　環境経営目標と実績（工場別）

工
場

項目（単位）
R3年度

（R4/6期）
R4年度

（R5/6期）
前年比
増減

評価

足
高
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工場名 前年比較結果 評価・要因・課題・（処置）

CO
2
排出量+2.0％　売上-19％

売上が減少しつつCO2排出量が増加。
裾野のスマートシティーからの廃材、残土引取りの終了。また全体的な取引の減少（主に公共工事）が売上の減少に影響した。

軽油+3.7％

他の拠点に比べ新しい重機が多いため燃費は良好。
廃材を割るための重機、運搬するダンプの稼働が前年を少量上回ったが、場内の重機が消費する燃料は前年を下回っている。
足高工場に設置されている給油所を使う協力会社のダンプが増えたことにより軽油の購入量が増加。
（もっぱら当社の仕事をしているダンプにだけ給油している訳ではなく、あまり当社の仕事をしないダンプの給油量も計上されている。社外のダンプへの給油量は当社のCO2排出量の計
算から除外できないか検討したい）

電力＋5.5％
プラント起動時に掛かる電力節約のため昼休憩時間中も継続して生産する体制を継続。
生コン工場向けの骨材生産量が増加

ガソリン＋14.3％
営業マンの異動によりガソリンの使用量が増加。
（新たに営業車を購入する際、ハイブリット車についてもランニングコストを視野に入れて検討したい）

CO
2
排出量－3.7％　売上－2.6％

売上の減少とCO2排出量の減少に差は出なかった。
リサイクル製品の出荷量が減少し、材料となる廃材が消費されずにストックが上限に達したため廃材の引取りをやめた為売上が減少。
全体的な取引件数が減少している。主に公共工事の減少が影響。

軽油－2.1％
売上の減少と同じ水準で軽油の消費も減少している。
山の掘削をしていなかったが掘削を再開。粒調砕石（道路の仕上げ材）を製造を再開。それに伴い掘削・運搬用重機の稼働が増加し軽油の使用量が増加した。

電力　-5.3％
粒調砕石の生産を始めたがリサイクルの生産が減少している為、通年でのプラントの稼働が減少した。
プラント起動時に掛かる電力節約のため昼休憩時間中も継続して生産する体制を継続。

CO
2
排出量-4.4％　売上+0.8％

CO2の排出を減少させつつ売上が増加
前年度に引き続きコンクリート、合材等の廃材の引取が増加。

軽油－3.4％
船原工場への作業員が出向する事が多かった事、工場長も土曜日休みなった事で重機の稼働が減ったため軽油の消費量が減少した。
岩を細かく砕くように発破をかけるようにしたためブレーカーの稼働が減った。

電力＋0.7％ 廃材は継続的に入ってきており。廃材を原料に販売しているリサイクル製品の製造が増加。

ガソリン＋54％ 営業マンの異動によりガソリンの使用量が増加。

CO2排出量+6.9％　売り上げ－0.4％ 売上はほぼ変わらずだが重機とプラントの稼働が増加したことによりCO2排出量が増加。

軽油+10％ 残土引取の需要が高まっており、残土置き場を作る作業により掘削量と軽油の使用量が増加した。

電力+14.3％ 掘削を増やしたことにより採石量が増え、製品に加工するプラントの稼働も増加した。

CO2排出量-17.0％　売上-1.4％ 売上が微減したものの、それ以上にCO2排出量が大きく減少した。

軽油-22.6％
無駄なアイドリングをしないように徹底、継続している。
プラントの稼働させる日数を減らしたことで重機の稼働も抑えられた。

電力-3.5％
作業工程の見直しを行い、不要な稼働をなくし必要最低限の稼働で済むよう改善を行った。
プラントが壊れると製品がこぼれて山ができる。場内の清掃、整頓を徹底することで異常による製品のこぼれを発見しやすくし、故障個所の早期発見をすることで無駄な稼働が抑えられ
た。

CO2排出量－14.5％　売り上げ－9.8％ 売上が減少したがそれ以上に二酸化炭素排出量が減少した。

軽油－14.7％　電力－4.7％
第二東名工事エリアが静岡県から神奈川県に移った事で生コン車の移動距離が短くなった。また余裕が出てきた生コン車を減車したことにより軽油の使用量が減少。
今まで現地出荷対応の為に稼働していた旧プラントを止め、新プラントでまとめて対応する事にしたため使用する電力量が減少した。

本社
CO2排出量－14.6％　ガスｰ12.4％
電力－0.4％　ガソリン－25.5％

ガス、電力は社宅分を含んでいるため削減要因が分かりにくい
車両１台減少した事と全体的に給油した数量が5％～50％減少した。郵便の活用を続けている事と振込のオンライン化も影響している

コピー用紙の無駄遣いを減らし購入量の削減。
（今年度コピー用紙の使用量を算出した。削減するための方策を拠点ごとに実施し、１年間の削減結果を集計する取り組みを開始している）

蛇口に節水を呼び掛けるカード設置を継続

グリーン商品の優先購入を継続

（就業カレンダーを見直し令和５年度の操業日数を１２日削減した事がCO2排出量に影響したか次年度の報告で確認をする。）

全社的な取組、課題

Ⅴ　評価と課題

足高工場

東山工場

大仁工場

船原工場

山北骨材

山北生コン
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今後（次年度）の取組

評価 内容 内容

① 消灯の徹底（昼休憩・時間外等） ○ 徹底されている 継続実施

② 定期的な清掃 ○ 実施された 継続実施

③ 節電表示 ○ 実施された 継続実施

④ 高効率照明機器（LED等）の導入検討 ○ 本社他で導入済み 継続実施

① 温度設定夏26℃　冬24℃ ○ 設定温度は柔軟対応 継続実施

② フィルター定期清掃 ○ 実施された 継続実施

③ エアコン機能の有効活用 ○ 実施された 継続実施

④ 新規空調設備への代替え、及び導入検討 ○ 本社他にて買い替え実施 継続実施

① 停止時メイン電源OFF ○ 徹底されている 継続実施

② 稼働の平準化、計画的な作業等の効率向上 ○ 社内横展開を実施 継続実施

③ 過負荷の防止 ○ 徹底されている 継続実施

①
エコドライブの徹底（アイドリングストップ、急
発進・急加速の回避、適正速度）

○ 徹底されている 継続実施

②
日常・定期点検の実施（空気圧・フィルター
等）

○ 徹底されている 継続実施

③ 重機　過負荷の防止 ○ 徹底されている 継続実施

④ 作業時間や待機時間、走行距離の短縮化 ○ 徹底されている 継続実施

① コピー用紙の両面使用 ○ 徹底されている 継続実施

② 封筒の再利用 ○ 徹底されている 継続実施

③ FAXのPDF化検討 ○ 徹底されている 継続実施

① 古紙、カン、ビン、ペットボトル等の分別化 ○ 徹底されている 継続実施

② 分別ルートの新規開拓を含めた最適化の検討 ○ 徹底されている 継続実施

① 節水表示 ○ 表示OK 継続実施

② 節水こま・ストップガンの取り付け検討 ○ 一部実施 継続実施

化学物質使
用量

① 代替手段や削減策の検討 ○ 実施された 継続実施

独自項目
銅スラグサ
ンド使用量

① 生コン受注量の増加 ○ 実施された 継続実施

＜備考＞

１． 取組期間の評価は令和4年7月～令和5年6月の実績評価である。

２． 評価判定

○（良くできた）・△（まあまあできた）・×（できなかった）・‐（実施が見送られた）

Ⅵ　環境経営計画に基づき実施した取組内容・取組結果とその評価

照明

空調

二酸化炭素
の削減

目的

廃棄物

設備
その他

ガソリン
軽油

活動項目

事業所排出物

重機
トラック
乗用車

上水

（取組期間：令和4年7月～令和5年6月）

評価

項目

上水

廃棄物のリ
サイクル

節水

区分

購入電力

事務所

産業廃棄物
一般廃棄物
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１． 環境関連法規の遵守状況

当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。 評価日　令和5年9月15日

評価者　環境管理責任者　勝間田　慶喜

条項 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応
遵守
評価

第12条第2項 産業廃棄物の適正保管（保管基準の遵守）
・保管場所の表示（60cm×60cm以上）
・廃棄物の悪臭・飛散防止　等

○

第12条第5項 産業廃棄物の委託処理 収集運搬及び処分許可業者への委託 ○

第12条第6項
運搬又は処分を委託する場合の処理基準の遵
守

処理業者と契約書の締結 ○

第12条の3、5 マニフェストの管理 交付、送付、保管、知事報告 ○

第14条第1項、6
項

産業廃棄物収集運搬業者又は産業廃棄物処分
業者の許可

県知事の許可 ○

第14条第12項
運搬又は処分を受託する場合の処理基準の遵
守

・保管場所の表示（60cm×60cm以上）
・廃棄物の悪臭・飛散防止　等

○

第14条の2 許可内容の変更 県知事の許可 ○

第15条 産業廃棄物処理施設設置の許可 県知事の許可 ○

第6条 特定施設の届出 土石用破砕機（原動機の定格出力7.5kw以上) ○

第8条 特定施設の数等の変更の届出 30日前までに市町村長に届け出 ○

第6条 特定施設の届出 土石用破砕機（原動機の定格出力7.5kw以上) ○

第8条 特定施設の変更等の届出 30日前までに市町村長に届け出 ○

大気汚染防止法 第18条 一般粉じん発生施設の設置等の届出 県知事の許可 ○

第32条 採石業の登録 県知事の許可 ○

第32条の12、13 業務管理者の設置 ○

第33条 岩石採取計画の認可 県知事の許可 ○

第3条 砂利採取業の登録 県知事の許可 ○

第16条 採取計画の認可 河川管理者の許可 ○

第9条 変更の届出 県知事の許可 ○

第10条 浄化槽の保守点検及び清掃の実施 保守点検及び定期清掃の実施 ○

第11条 指定検査機関による水質に関する検査の実施 定期検査の実施 ○

水質汚濁防止法 第5条 特定施設の届出 県知事の許可 ○

労働安全衛生法 第14条 特定化学物質作業主任者の選任 技能講習の受講 ○

第17条 譲受の許可 県知事の許可 ○

第25条 消費の許可 県知事の許可 ○

消防法 第13条 危険物保安監督者の届出 県知事への提出 ○

自動車Nox・PM法 第33条 事業者による計画の作成 県知事への提出 ○

第8条 使用済自動車の引渡義務 ○

第73条 再資源化預託金等の預託義務 リサイクル料金の支払 ○

フロン排出抑制法（フロン類の使用の
合理化及び管理の適正化に関する法
律）

第16条

冷凍空調機器：全ての第一種特定機器が対象
①自身での「簡易点検(３ヶ月に１回以上)」実施
電動機定格出力に応じ有資格者による「定期点検」
②空調機（50kW以上）１年に１回以上
③空調機（7.5kW～50kW未満）３年に１回以上
④冷凍冷蔵機器（7.5kW以上）１年に１回以上

①企業・法人の管理者が確認

②、③、④
　有資格者による定期点検実施

○

毒物及び劇物取締法 第11条 毒物又は劇物の取り扱い 盗難・紛失・流出防止に必要な措置 〇

県条
例

神奈川県・静岡県生活環境の保全等
に関する条例

第3条 指定事業所の設置の許可 県知事の許可 ○

環境基本法 第8条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 ○

地球温暖化対策推進法 第5条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 ○

循環型社会形成推進基本法 第11条 廃棄物の３R及び適正処理の推進 廃棄物の分別、行政への協力 ○

リサイクル法（資源の有効な利用の
促進に関する法律）

第4条
指定再資源化製品のリサイクルへの協力（適正
廃棄）

パソコン、小型二次電池等の廃棄時 ○

グリーン購入法（国等による環境物品
等の調達の推進等に関する法律）

第5条 事業者の責務（国等の施策への協力等）
物品の購入、借り受け等する場合の環境物品等
の選択

○

２． 違反、訴訟等の有無

関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟も過去３年間ありませんでした。

振動規制法

責務
・

努力
法令

砂利採取法

Ⅶ　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟の有無

法律・条例

浄化槽法

自動車リサイクル法（使用済自動車
の再資源化等に関する法律）

法令

義務

廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清
掃に関する法律）

騒音規制法

採石法

火薬類取扱法
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作成　 令和5年9月30日

確認

1 □

2 □

3 □

4 □

5 □ 特に問題ありませんでした

6 □

7 □

二葉建設株式会社

代表取締役　  勝間田　慶喜

変更の
必要性

1 有 ・ 無

2 有 ・ 無

3 有 ・ 無

4 有 ・ 無

5 有 ・ 無

環境経営計画及び取り組み実施状況

特に問題ありませんでした環境関連法規要求一覧及び遵守状況

特に問題ありませんでした問題点の是正・予防措置の実施状況

見直し項目

　今期はCO2排出量で前年比6.8％の削減、目標平成30年度実績比4％削減に対し28.7％削減とな
り、いずれの指標でも大幅な超過達成となりましが、単位売上高対比のCO2排出量は前年比6.7％増
加し、目標4％削減に対しては0.6％増加と達成ならずという結果となった。
　項目内訳別では軽油・電力の主要項目で前年比削減。目標超過達成となりました。工場別では工
場独自の要因による増減のバラつきはあるものの、活動の成果が出ているものと総括します。
　不安定な世界情勢と公共工事の減少等の影響を受け、売上が減少傾向となっている中での事業活
動となりました。公共工事を取り巻く環境は当面厳しい状況が続くと考えられることから事業戦略の中
にエコアクション活動をどう位置づけ、両立させられるかが課題となっております。
　引き続きより多く社員のアイディアと行動変革により、持続可能なエコアクション活動の定着と更なる
活性化を期待します。

継続して取り組みます

項    目

環境経営目標及び目標達成状況

記録・文書として作成しましたエコアクション21文書

：（必要に応じて評価・コメント記載）

Ⅷ　代表者による全体の評価と見直し・指示

環境に関する組織（実施体制含め）

環境経営計画

環境経営目標

令和5年9月30日

「有」の場合の指示事項等

環境経営方針

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

その他（                                            ）

その他のシステム要素

１
・
見
直
し
関
連
情
報

ほぼ全項目達成しました

外部コミュニケーション・対応記録

✔

✔

✔

✔

✔

✔✔
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名称 種類 産業廃棄物の種類 処理能力 処理方式

がれき類 1,200ｔ/日（8時間）

ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず 1,200ｔ/日（8時間）

金属くず 　　56ｔ/日（8時間）

がれき類 1,200ｔ/日（8時間）

ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず 1,200ｔ/日（8時間）

金属くず 　　56ｔ/日（8時間）

がれき類 1,120ｔ/日（8時間）

ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず 1,120ｔ/日（8時間）

金属くず 　　56ｔ/日（8時間）

がれき類 1,200ｔ/日（8時間）

ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず 1,200ｔ/日（8時間）

金属くず 　　56ｔ/日（8時間）

大仁工場 破砕施設 破砕

船原工場 破砕施設 破砕

足高工場 破砕施設 破砕

東山工場 破砕施設 破砕



5

※「金属くず」は、単体で受入れることはない。

　（有筋コンクリートガラとして受入れたものが、選別・破砕処理される）

❷東山工場

※「金属くず」は、単体で受入れることはない。

　（有筋コンクリートガラとして受入れたものが、選別・破砕処理される）

❸大仁工場

※「金属くず」は、単体で受入れることはない。

　（有筋コンクリートガラとして受入れたものが、選別・破砕処理される）

❹船原工場

※「金属くず」は、単体で受入れることはない。

　（有筋コンクリートガラとして受入れたものが、選別・破砕処理される）

事業場ごとの産業廃棄物の
処理工程図

受
入

ガラスくず
コンクリートく

ず
陶磁器くず

大小
選別

破砕
混合・振る
い（再生砕
石製品化）

がれき類 選別 破砕
建設会社等へ
再生砕石とし

て売却

金属くず 選別 破砕
鉄くず業者

へ売却

受
入

ガラス屑
コンクリート屑

陶磁器屑
選別 破砕

建設会社等
へ再生砕石
として売却

がれき類 選別 破砕
建設会社等へ
再生砕石とし

て売却

金属くず 選別 破砕
鉄くず業者

へ売却

受
入

ガラス屑
コンクリート屑

陶磁器屑
選別 破砕

建設会社等
へ再生砕石
として売却

がれき類 選別 破砕
建設会社等へ
再生砕石とし

て売却

金属くず 選別 破砕
鉄くず業者

へ売却

破砕
建設会社等へ
再生砕石とし

て売却

金属くず 選別 破砕
鉄くず業者

へ売却

受
入

ガラス屑
コンクリート屑

陶磁器屑
選別 破砕

建設会社等
へ再生砕石
として売却

がれき類 選別

大

小

バージン

バージン

ガ


